










令和元年8月1日 社　　協　　だ　　よ　　り （90号）（6）

ケアマネジャーだより

ほっと
たいむ
ほっと
たいむ

わわれれ 代代らら9090
　地域で活躍している梶井和子さん
９０才をご紹介します。

　のど自慢に参加され見事な歌声を披露し、また、安八町赤十字奉仕団を始めと
する様々な活動をしている梶井さんにお話を伺いました。梶井さんの奉仕活動の
原点は昭和51年９月12日長良川堤防決壊です。43年経った今もなお当時を鮮明
に思い出される一文を紹介します。　　　　    （※梶井和子さんの手記から抜粋）

素晴らしい歌声です

安八温泉朝市の
ど

自慢
♪

みなさん
  来てくださいね

これからもお元気に益々のご活躍を楽しみにしています。

　私たち安八町民は伊吹の霊峰を仰ぎ、揖斐、長良の清流に囲まれた豊穣（ほうじょ
う）な輪中にはぐくまれてきました。
　そんなのどかで平和であった安八町があのいまわしい９・12水害で一瞬にして水中
に没しました。一級河川の清流長良川は荒れ狂う蛇の如く逆巻き、消防団、水防団町
民一体の守りも空しく51年9月12日午前10時28分、ついに堤が決壊。
　私たちはそれぞれの異なる生をうけ、安八の土地を安住の地と定め、懸命に生きて
きました。ところがある日突然思いもつかなかった水魔に見舞われました。ある人は
なすべき事を知らず、ただぼう然と、またある人はみごもれる身をかばいつつ、また
ある人は先祖の位牌（はい）を身につけ避難所へ急いだ。避難所になった学校の廊
下、教室はまさに人の山となりかわす言葉も時として荒れるのも当然の事です。
　ようやく家に帰ったものの、手の施しようもなく、立ちすくんでしまう人、
また、この土地に見切りをつけて去った人もありました。この悲惨さの中
から強く立ち上がる事が出来たのは、全国各地からの温かいお見舞い

と励ましをいただいたからです。被災者の私たちは強く生きる勇
気と人の情を深く胸に刻み込む事が出来ました。



令和元年8月1日社　　協　　だ　　よ　　り（7）（90号）

総合事業便り
　安八町役場福祉課からの委託を受け、町内４か所（安八温泉・サンライズ長良・総合
体育館・結の郷）で「元気百梅クラブ」（体操教室）の指導・補助を行っています。
　参加者の皆様は自分のペースで元気に体操を頑張っています。

　また、町内２か所（サンライズ長良・安八診療所）で開催しているほんわりカフェにも参加しています。
　お茶とおしゃべりを楽しみながら、歌やクラフト作りなどおこなっています。
　皆様のご参加をお待ちしています。

結の
郷

安八
温泉

総合
体育館

サン
ライズ長良

毎月第３金曜日
13：30
　～15：00

毎月第１、３水曜日　13：30～15：00

懐かしい歌を
皆で歌います。

すみれカフェ（安八診療所） 元気百梅カフェ（サンライズ長良）

「おひとつどうぞ」
「ありがとう」

たなばたの
短冊に

願い事を書いて
笹に

飾りました。

「お菓子を　　
　どうぞ」

「おいし
　　そうね」
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